
第2章京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査

五十川伸矢 浜崎一志 伊東隆夫

1 調査の経過

本調査区は吉田山の西麓，京都大学医学部附属病院構内の東北部に位置する（図版ト154

・155）。ここに附属病院内科系病棟と医学部内科系臨床研究棟の新営が計画されたため，

1980年に実施したAK18・A]19区（72・88地点）の試掘調査〔泉・浜崎8lpp.41-2〕， 1984

年に実施したA]19区(142地点）の発掘調査 f京大埋文研87pp.3-6Jの結果にもとづいて，

新営予定地全域の発掘調査を実施することになったO 調査面積は総計7294.5nf。調査区は

西半のA]18区(154地点）と東半のA]19区(155地点）の 2区にわたるが，ここにまとめて

報告する。

調査区一帯は12世紀中葉から13世紀後葉に存在したことが伝えられる鳥羽法皇の皇后高

陽院泰子発願の福勝院の近隣にあたる。吉田近衛町遺跡では鎌倉時代の瓦が多量に出土し

た〔平良ほか78］。本調査区でも古代・中世の井戸を検出しており，福勝院が存在した時期

にあたる点は注目にあたし、する。調査区の北辺の医学部構内A018区（41地点〉では，藤原

北家勧修寺流吉田氏の邸宅や菩提寺に関連するともおもわれる中世の遺構群を検出し〔泉・

吉野79〕，また， ANl8区(142地点）で発見した13世紀前葉の党鐘鋳造遺構〔五十JI！・宮本

88pp.15-17Jは，教養部構内AP22区(lI 1地点）の党鐘鋳造遺構〔五十川・飛野84pp.I6-

22］とともに，古代・中世の鋳造工人集団の活動を知る資料となっている。今回の調査で

は，古代・中世の井戸や土坑のほか，近世の井戸や大規模な土の採取跡を検出Lた。 AN 

20区(134地点）を中心とする医学部東半一帯では， 14世紀以降の土の採取跡が検出されて

おり〔五十川86〕，土の採取が近接した地で時代を異にしておこなわれている点は，土地利

用の変遷とともに土の利用の背景を解明する貴重な資料といえる。なお報告にあたって第

6節を木材研究所助教授伊東隆夫が担当L，そのほかを五十川と浜崎が分担して執筆した。

2 層位と遺構

本調査区の現地表は，東北隅で約51.3m，西南隅で約49.l mで，北東から南西にむかつ

て援やかに傾斜する。この一帯は，旧白川の形成した扇状地の扇端部にあたり，鴨川にも

ほど近L、。調査区の層位の一部を図3に示す。層位断面の位置は図4を参照。
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調査区東半の東部では近代以降に堆積した表土（第l層）の下には，茶褐色土（第3層），

黒褐色土（第5層），白色粗砂（第7層），黄灰色シルト（第8層）が順に堆積しており，これ

を東半一帯の基本的な層序と考える。このうち，茶褐色土は中世前半の遺物包含層，黒褐

色土は無遺物であるが，弥生時代～古代に形成された土壌と考えられる。東半の東部では

この黒褐色土の上面で井戸や土坑を多数検出した。白色粗砂は白川系河川が運んだもの

で，特に東半の西部に厚く堆積し，蛇行する白川系流路の基部を確認できる。この白色粗

砂中には少量の磨滅した縄文土器が含まれている。黄灰色シルトは調査区全域に広く堆積

し，中世・近世には採取の対象となった。東半の西部では茶褐色土上面から掘り込んで，

近世に大規模な土取りをおこない，この黄灰色シルトを採取している。また，部分的に白

色細砂（第9層）や黒褐色粘土が堆積し，東部では砂磯が厚く堆積している。黒褐色粘土は

西半の一部で掘削されている。

調査区西半の基本的な層位は上から，表土（第1層），暗褐色土（第2層〉，茶褐色砂質土

（第4層），黄色シルト混灰色土（第6層），黄灰色シルト（第8層），黒褐色粘土（第10層）が

続き，その下に，高野川系流路による赤褐色砂擦の厚い層がみられる。暗褐色土は，近世

の耕土であり，この直下で黄灰色シルト・黒褐色粘土を採取の対象とする土取り穴を検出

した。茶褐色砂質土，黄色シルト混灰色土は，ほとんど遺物を含まず時期は不明である。

調査区東半と同様に，赤褐色砂磯の上で白川系河川による白色粗砂の堆積を検出したが，

流路は確認できなかった。なお，調査区西半の西部で黄灰色シルトを切り込む高野川系流

路を検出した。流路の埋土からは縄文後期の土器が出土している。

調査区の西半と東半をあわせて，古代の井戸・土坑，中世の井戸・溝・土坑，近世の土

取り穴・井戸・野壷・柵列などの遺構を多数検出した（図4).

古代・中世の遺構については，近世の土取りによって古代以降の歴史時代の遺構の基盤

となっている黄灰色シルト層が深く掘削されているため，その遺存状況がわるく，地中深

くまで構築されている井戸ゃいくつかの土坑を検出したにとどまった。

近世の大規模な土取り穴は，西半の北辺と南辺，東半の西部で検出した。土取り穴は2

～3m四方の小さな区画が並んで列をなすものも多く，東半ではそれが調査区の南端から

北端に達するものもあったO 列と列の聞に0.5m前後の畔が残り，方位はいずれも真北か

らわずかに東に振る。土取り穴の埋土には，陶磁器を中心とする近世の遺物のほかに膨大

な中世の遺物が含まれていた。この土取り穴は，比較的短期間に掘削されたものであり，

野壷，井戸，柵列の存在から，一帯は耕地であったと判断できる。
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3 古代の遺跡

古代の遺構には，西半検出の土坑SK lと東半検出の井戸SE 17がある（図版3）。

土坑SK lは，高野川系旧流路の上面で検出した。直径約3mの円形の土坑の下底に一

辺約lmの方形の掘り込みをもっ。検出面からの深さは約0.8m。 SK lからは須恵器や

土師器のほかに，にぎりこぶし大の鉄津と粘土塊や炭化物がまとまって出土し，鉄の素材

あるいは鉄器の生産にかかわる遺構であると推測できる。このSK lの年代から，高野川

系の流路が埋積したのは7世紀後半以前と考えられる。
いどがわ みずだめ

井戸SE 17は，井戸側に平面方形の縦板組木枠をめぐらせ，水溜には曲物を設置してい

る。横桟や隅柱は認められなし、。近世の土取り穴SX9に一部を切り取られているため縦

板組の遺存状態も悪く，詳細な構造は不明である。水溜の曲物は2段に重ねられているが，

重なり位置にずれがあるため，修復によって 2段重ねになった可能性もある。

SK lとSEl7の出土遺物を図5に示す。 EI～II 5はSK l出土遺物。そのうちEI 

～ Il3•Il5 は SK I内の方形の掘り込みから出土した。 EI～II 3は土師器小型蜜，い

ずれも煤が付着している。 II2 • II 3は，ともに球形の胴部をもち，内外面に刷毛目を施

し，口縁部に撫で、を施す。内面は刷毛目ののち押圧を加える。 II3では胴部上半部に粘土

紐の継目が見え，外面の下半部を削って仕上げる。外面の上半には沈線が部分的に施され

また胴部最大径のやや下に擦れて磨滅している部分がある。 Elは他の 2例とは異なり，

胴部上半，ロ縁部内面に回転を利用した刷毛自を施す。底部の形態も平気底味で，内面に

凹凸が少なく，須恵器査類のそれを思わせる。 II4•II5 は須恵器杯蓋。ともに天井部に

箆削りを施し，＇ II4の内面にはかえりが付く。このほかに，須恵器杯・重量・長頭壷などの

破片が出土している。これらは， 7世紀後半から 8世紀初めの年代を示す。

II 6～E 16はSEl7出土遺物。 II6～ II 9は土師器皿。口縁部の形態は，「て」字状口縁

手法B1類を示す。器壁は厚いもの（II 6）と，やや薄いもの（II7～II 9）がある。 E10は灰

紬系陶器椀の底部。底部外面に墨書銘があるが，判読できない。 II11は須恵器壷の底部。

高台は外に踏んばる形態、を示す。 E12は緑粕陶器椀。須恵質に焼成され低い高台をもっ。

II 13・E14は土師器護。ともにロ縁端部はわずかに屈曲し，内外面ともに撫でによる調整

を施す。 E15は土師器鉢。内面には綴密な箆磨きを施し，外面は箆削りの後，箆磨きを施

す。ロ縁端部は小さく屈曲する。 E16は須恵器婆である。これらは， 10世紀ごろのものと

考えられる。
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図5 SK l出土遺物（II l～II 3土師器， II4 • II 5須恵器）， S E 17出土遺物（II 6～II 9 • II 13～ 
II 15土師器， E10灰紬系陶器， II11 • II 16須窓器， E12緑紬陶器）

本部構内から病院構内の一帯に立地する古代の遺構には， AT27区（75地点）の竪穴住居

跡〔五十川81pp.29-31〕， AP22区（111地点）の党鐘鋳造遺構〔五十川・飛野84pp.16-22], 

AN18区(143地点）の河JI！〔五十川・宮本88p5〕， AFl4区（39地点）の護岸〔岡田81pp.21 

4〕，本調査区の南に隣接する AH19区の竪穴住居跡の可能性をもっ土坑〔京大遺跡調査

会88b〕などがあるが，分布は調密ではない。これは，平安中期ごろまで高野川が現在よ

り東側を流れ，一帯は白川系の河川が時折氾濫する不安定な土地であったためであろう。

11 



京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査

4 中世の遺跡

中世の遺構には，井戸，土坑，溝がある。井戸は，西半よりも東半に密に分布している。

また，近世の土取り穴の埋土には近世の土師器や陶磁器とともに，中世の遺物が多量に含

まれており，これによって破壊された中世の土坑などの遺構が存在したと想定できる。

(1) 中世の遺構（図版3・4，図6～9，表 1)

井戸 ここでは，おもなものについて説明する。それぞれの井戸の井戸側，水溜な

どの構造や年代，井戸底の標高については，表 1を参照されたい。なお，石組を木枠や桶

枠に作り替えたものは，それぞれ別種のものとしてあつかった。

井戸の構造は，縦板を方形に組んだものと，円筒形の石組のものに大きくわけられる。

まず，平面方形の縦板組の井戸には， SE 4, SE 5, S El3, S El6b, S El9, S E23, 

S E28などがあるが，そのうち，最も遺存状況の良好であったSEl3について詳しくみる

ことにしよう。

S El3の井戸側は， 2,3重の縦板からなり，内法は75cm×75佃をはかる。最も内側の縦

板に幅27～28佃，厚さ約2佃の比較的良好な板材が用いられている。外側の縦板は幅10～
恒幸

20cmのやや薄手のものが多い。この縦板からなる井戸側は，柄を切って組んだ横桟と，横

桟の滑り落ちを防ぐための隅柱によって支えられる。隅柱はいずれも横桟の聞に置かれた

だけのもので，井戸側の上端まで達したものはなく，長さも約22佃と短し、b S El3は縦板

の井戸側の下段に，方形横板組の井戸側をもっ。下段の井戸側も上段同様，横桟によって

支えられている。上段と下段の井戸側の聞にはわずかな隙聞があり，所々に石が挟みこま

れている。最下段には，長径55四，短径45c岨，深さ27cmの曲物の水溜をもっ。なお，埋土

の中から直立した竹が l本出土した。節が多く，やや細いことから，古井戸を埋め戻す時

の儀式等に使用したものではなく，井戸の水を汲む容器を釣るした柄のようなものと考え

られる。

次に，円筒形の石組もつものに SE I, SE 2, SE 12, SE 14, SE 16a, S E20, 

S E21, S E22a, S E26, S E27, S E31がある。これらの石組の下には，横板を1.2段

に組んで木枠を構成しているものが多く， SEl4のように，さらにその下に水溜として曲

物を設置するものもある。木枠は通常四隅を鉄釘で固定している。

石組の井戸SE22aの井戸側の一部を改造したSE22bで、は，井戸側に桶を設置している。

また，おなじく石組の井戸SEl6aの井戸側を改造したSEl6bでは，石組の内部に縦板横
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桟止めの井戸側を設置している。

また， SEl5やSEl8は，井戸側の最下部と考えられる石組と水溜部が残り，掘形や井

戸側の上部の構造が不明なものであるO これらの井戸は，小型で井戸底の標高が高い。 S

El8の水溜は曲物を設置している。

このほか，井戸の底部に木枠の痕跡がかろうじて遺存するが，その組方の細部や木枠よ

りも上部の構造がまったく不明なものがし、くつかある。これらは，まったくの素掘りであ

ったと考えるよりも，木枠の遺存状態が良好ではなかった場合をはじめ，石組のほとんど

を失っていたSE31のように，木材や石を抜き取って再利用したためと考えたほうがよい

だろう。

これらの井戸の構造は，縦板組がほぼ12～13世紀に，石組が13世紀前葉～15世紀に採用

されており，中世前半から後半にいたる井戸側の変遷をたどることができる。また，井戸

の分布はやや東に密ではあるが，一定の時期に井戸が特定の地域に偏るといった傾向はな

く，調査区一帯が生活空間としては，比較的まんべんなく利用されていたことを物語って

いる。

表 1 中世の井戸一覧

井戸 掘形 構造 年代 底の標高

SE 1 円形 1石組＋横物板 15世紀紀前 45,6m 
SE 2 円形 石組＋曲 ？ 13世葉 46,8m 
SE3 方形 不明＋曲物 13～15世紀後葉 46, 6m 
SE4 方形 縦板組関柱横桟止め 13世紀前葉 45. 5m 
SES 方形 縦板組隅柱横桟止め 12世紀後葉～13世紀前葉 47. 7m 
SE8 円形 不明 13世紀後葉 48. 2m 
S Ell 方形 不明十方形木枠 12世紀紀前中葉 48.3m 
SE 12 円形 石組＋由物？ 14世葉 46. Sm 
SE 13 方形

縦阪組鴎柱横銭Il:め＋検板＋幽物 1世世～位世世紀紀紀紀紀13日中中後前前q担薬～～葉～後中～中葉葉葉15世 46, 3m 
SE 14 円形 石組＋横板＋曲物 I 紀 46, 5m 
S EIS 不明 石組 I 48, 2m 
S El6 a 方形

石縦石組板組横＋＋木桟曲枠止物 I 
46,6m 

SE 16b 方形 め 1 46,6m 
S EIS 不明 石組曲 I 48.4m 
SE 19 方形 縦板組隅木柱枠横桟止め 12世紀中葉～～後後葉葉 46.9m 
S E20 円形 石組＋ 12世紀中 46.9m 
S E21 方形 石組＋木枠＋木枠 14世紀中 46. 3m 
S E22 a 円形 石組＋木枠 14世紀中葉 46, 5m 
S E22b 円形 桶十木枠 14世紀中葉 46, 5m 
S E23 方形 縦不板明組＋横木桟枠止め十木枠 13世世世紀紀紀前前中～中葉

46. 9m 
S E24 方形 12 葉 46.9m 
S E25 方形 不明＋木枠 12世紀 ～後葉 47.2m 
S E26 円形 石組＋木枠 14世紀後葉～15世紀 46. 7m 
S E27 円形

石組＋木横木桟枠枠止＋木枠
14世紀前菜 45, 7m 

S E28 方形 縦板組 め 12世紀中～後葉 46,8m 
S E29 方形 不明十 12世紀中～後葉 47.2m 
S E30 方形 不明＋木枠 12世紀中～後葉 46. 9m 
S E31 方形 石組＋木枠十木枠 14世紀前葉 46. 5m 
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京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査
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中世の遺跡

SEl SE14 
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48m 

48m 

47m 

47m 

46m 

。 2m 

図9 井戸SE I・SE 14 縮尺1/50

土坑 調査区東半の東端で検出Ltこ土坑SK6は，上部が直径約60cmの不整円形で、

すり鉢状を呈し，深さは検出面から約60cm。底部は一辺25cmの方形になっている。この底

部から，土師器皿と赤褐色に焼成した長胴の土師器の査が出土した。墓あるいは鎮壇のよ

うな宗教的な遺構の可能性がある。また，東半に小規模な土坑SK3～S KSがある。い

ずれも土器溜で，土師器，瓦器，陶磁器などが出土した。このほか，近世の土取り穴の埋

土からは，中世の遺物が大量に出土しているため，大規模な土器溜があった可能性がある。

溝 東半でSDl～S D6を検出した。方位を真北からやや東に振るものが多い。出

土遺物が少量で年代幅が広いため，時期の特定はできなし、。 12～15世紀のあいだにおさま

るものと考える。
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京都大学病院構内AJ 18・AJ19区の発掘調査

(2) 中世の遺物（図版6，図10～13)

井戸や土坑からは，比較的まとまった量の土師器，須恵器，瓦器，陶磁器などの遺物が

出土した。以下に遺構ごとに説明する。

II 17～II 33はSE24出土遺物。 E17～II 31は土師器皿。 H17• Il18・II26は2段撫で素

韓手法03類， II 19 • Il20・II27は2段撫でつまみ手法04類， II21・Il22• Il28は2段撫

で面取り手法Cs類， II 23 • II 24 • II 29 • II 30は1段撫で素接手法03類， II25・II31はl

段撫でl面取り手法D4類の口縁形態を示し， 2段撫で手法のほうが l段撫で手法より多い。

口径は皿AIが15佃，皿AEが10仰にそれぞれピークがある。 II32は土師器受皿。 II33は

瓦器椀。見込みに螺旋状暗文，ロ縁部外面に箆磨きを施す。橋本久和編年の II"--2にあた

る。平安京N期古段階ごろの資料である。

II 34～II 47はSEll出土遺物。 II34～II 37 • II 39～II 46は土師器皿。 II34 • II 35 • II 37 

・II39 • II 40は2段撫でつまみ手法04類， II36は2段撫で、素縁手法03類， II41～II 45は

1段撫で面取り手法D4類， II46は l段撫で、素縁手法D3類。 II47は土師器の受皿。 II40・

II 42 • II 45は口縁に煤が付着する。 II38は口縁が短く外反する土師器の鉢。器壁はかなり

荒れている。平安京町期中段階ごろの資料である。

II 48～II 54はSEl3出土遺物。 II48～II 53は土師器皿。 II49• II51は04類， II48・E

50・II52 • II 53はD4類。 II54は灰粕系陶器椀。貼付け高台の畳付けに籾殻圧痕を残す。

平安京W期中段階ごろの資料であろう。

II 55～II 62はSE28出土遺物。 II55～II 61は土師器皿。 II55は04類， II56はCs類， E

57 • II58・II60は03類， II59・II61は04類で， 03類の比率が高し、。口径は皿AIが15cm,

血AEが9佃にそれぞれピークがある。 II62は土師器蜜。平安京町期中～新段階の資料で

あろう。

II 63～II 71はSE29出土遺物。 II63～II 67・II69～II 71は土師器血。 II63は03類， II64 

は04類， II65はCs類， II66• II69は03類， II67・II70は04類で， D3類とD4類とで過半

数をしめる。口径は皿AIが14個，皿AEが9佃にそれぞれピークがある。 II68は土師器

受皿。 II71は土師器皿。聴瞳成形によるもので，底面に糸切り痕を残す。平安京町期中～

新段階の資料であろう。

II 72～II 80はSK3出土遺物。 II72～II 80は土師器皿。 II72• II77は03類， II73 • II 78 

は04類， II74はCs類， II75・II80は03類， II76・II79は04類で， 03類の比率が高い。口

径は皿AIが14佃，皿AEが9cmにそれぞれピークがある。平安京町期中～新段階の資料

18 



中世 の 遺 跡

であろう。

II 81～II 88はSK6出土遺物。 II81～II 87は土師器皿。 II81～II 86はl段撫で面取り手

法D5類， II87はE1類。口径は皿AIが14cm，皿AEが9cmにそれぞれピーグがある。 II88 

は土師器査。聴瞳回転を利用した撫で、によって調整し，底部に糸切り痕を残す。中世京都

I期中段階ごろのものであろう。

II 89～II 97はSK5出土遺物。 II89～II 91・II95は赤褐色を呈する土師器皿。 II89はD4

類， II90・II91 • II 95はE1類。 II92～II94 • II96は灰白色を呈する土師器椀。 II92～II 94 

はE1類， II96はE2類。口径は皿AIが12cm，皿AEが9cm，椀AIが13cmにそれぞれピ

ークがある。 II97は灰白色を呈する三足付皿。中世京都E期古段階ごろのものであろう。

II 98～E 105はSE31出土遺物。 II98・II99・1102・E103は赤褐色を呈する土師器皿。

II 98はD6類， II99 • II 102 • II I 03はE1類。 E100・EIOIは灰白色を呈する土師器椀で，

E1類。口径は皿AIが12cm，皿AHが8cm，椀AIが12cmにそれぞれピーグがある。 E

104は土師器鉢。内外面ともに横方向の撫でを施す。 E105は瓦器鍋。ロ縁端部は肥厚し，

屈曲はあまい。これらは中世京都E期古段階ごろの資料である。

II 106～E 115はSE27出土遺物。 H106・E107 • III09 • II 110は赤褐色を呈する土師器

皿。 H106 • II 107・E110はE1類， II109はD5類。 E108は灰白色を呈する土師器椀で， E1

類。口径は皿AIが12cm，皿AEが8cm，椀AIがll～12cmにそれぞれピーグがある。 E

111は白磁皿。 E112は鋪蓮弁文青磁椀。 E113は青磁洗。 E114は白磁四耳査。 E115は須

恵器すり鉢。口縁端部は上下に拡張する。中世京都E期古段階ごろのものであろう。

II 116～E 127はSK4出土遺物。 E116～E 121は土師器皿。 H116・E117 • II 119はE1

類， E118 • II 120・E121はE2類。 E122～E 124は土師器椀。 II122 • II 123はE1類， H124 

はE2類。 口径は皿AIがl1cm，皿AEが8cm，椀AEが7cmにそれぞれピーグがある。

II 125は瓦器椀。内面にあらい螺旋状暗文を施す。橋本編年lV-2ごろに相当する。 E126 

は白磁皿。 E127は青磁椀。中世京都E期中段階ごろの資料であろう。

II 128～E 136はSE26出土遺物。 E128～E 130は土師器血。 II128はれ類， E129はF3

類， E130はE4類。 II131は土師器椀でE3類O II 132は瀬戸あるいは美濃産の片口。 E133 

は褐紬陶器査。 E134は須恵器すり鉢。日縁端部は上に大きく拡張する。 II135は鉄釜。ロ

縁端部は内部に大きく拡張L，段をなす。 E136は備前輩。口縁は玉縁状をなす。出土土

師器がきわめて少ないが，中世京都E期新段階からE期にかけてのものであろう。

このほか，包含層から輔の羽口，摺塙や鋳型が出土した〔五十川88p52Jo

19 
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京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査

5 近世の遺跡

(1) 近世の遺構（巻首図版，図版4・5，図14・15)
近世の遺構には，土取り穴，井戸，野壷，柵列などがある。

土取り穴 sx l～S Xllの単位がみとめられる。 SX l～S Xl lの幅は2.5～13m, 

検出長は短いもので10m，長いもので56mをはかり， lまぽ真北から東に50振る方位を示すo

SX5とSX6, SX5とSX7, SX7とSX8, SX9とSXlO, S XlOとSXllは

それぞれ幅約 1mの畔をはさんで平行し，互いに切り合うことはなL、。いずれも地山をほ

ぼ垂直に掘り込むが，最下部で、粘土を追って横に掘り進んだ部分もある。また，土砂の埋

積状況から SX8は北から南へ，そのほかは南から北へむかつて，先に掘った土坑を埋め

ながら掘りすすんだことがわかる。これらは，黄灰色シルト，青灰色、ンルトあるいは黒灰

色粘土を採取するために掘削されたものであり， SX2では北端で高野川系流路を埋積す

る厚い砂醸層にあたってとまり， SX9でも白JI！系流路によって白色砂が厚く堆積してシ

Jレト層が深い部分では，掘削を断念している。

SX2を詳細にみると，いくつかの単位があることがわかる（図14）。さらにそのなかが

¥ X-1附

一~z

48m 

46m 

。 10m 

図14 土取り穴SXl・sX2 縮尺1/200
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いくつかの小さな土坑にわかれている。これらの土坑は互いに切り合うことなく，接する

ように掘られ，その底面は粘土の下面にほぼ一致し，平坦である。 SX l～S Xllの底の

所々に直径30cm前後の小さな掘り込みがある。これらの掘り込みは湧水を集めた水溜か，

下層の粘土の有無を確認したためのものと思われる。なお， SX2, SX5, SX7, S 

X9～S Xllの埋土からは18世紀を中心とする遺物が出土した。

井戸 西半の北端で4基の井戸を検出した。 SE7は最下部に桶を据え，割竹を円

筒形に組んだ井戸側をもっ井戸で、ある。半裁した竹を縦方向に通し，京編みにしている。

S ElOは井戸側はほとんど遺存せず，水溜の桶の回りに編んだ竹の痕跡が残っていた。 s

E6・SE9は縦板を円形に組み込んだ比較的深めの井戸で，近世末以降のものである。
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京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査

野壷 調査区西半で8基の野壷を検出した。近代の野壷をのぞくと，いずれも江戸

後期のものである。江戸後期の野壷は西半の北端に東西 l列にならぶ。この野査群に平行

する東西方向の道路があったものと思われる。

柵列 西半の北部と西部で，東西方向の柵列を総計7列検出した。その柱聞が1,8～ 

3,2mと広いことから，京都大学構内一帯でよく検出されている耕作にともなう柵列と考え

られる。

(2）近世の遺物（図版7・8，図16～20)

JI 137～E 164はSX2出土遺物。 E137～E 148は土師器皿。 E137～E 145は，見込みに

「V」字状の圏線がめぐる。 E146～E 148は小型の皿。 JI137 • JI 139～E 141 • JI 143 • JI 147 

は口縁部の所々に煤が付着しており，これらは燈明皿と考えられる。 E137は赤褐色の漆

のようなものが，内面全面に塗られている。 E149～JI 152は焼き塩壷の蓋。いずれも土師

質を呈し，内面に布目圧痕を残す。 E149 • JI 150は端部をほぼ直角に折りまげ，上面を平

坦にしている。 E151 • JI 152は全体に丸みをおびた蓋で，上面は中央部がくぽむ。E153～ 

JI 156は焼き塩壷。いずれも土師質を呈し，内面に布目を残す。 E153は長方形の枠で囲ん

だ「泉州磨生サカイ 御塩所」の刻印をもっ。口縁の葦受けの部分は箆で段状に削り出

されている。 E154は枠内に「泉湊仁コ（伊織の」の刻印をもっ。 E154～E 156は口縁部

の蓋受けの部分が退化し，痕跡的になっている。 E155は刻印の部分が欠けている。 E156 

は長方形の枠内に「泉湊伊織」の刻印をもっ。 JI157は磁器の燈明受皿である。内面に燈

明皿を受けるための立ち上がりをもっ。燈明皿をうける立ち上がりは内傾し， 口縁端部よ

りかなり低い。外面底部の立ち上がりの上端部は，露胎である。 E158は陶器の燈明皿で

ある。口縁部に扇平な粘土塊を貼付する。見込みには闇線がめぐる。 JI159は体部外面に

聴櫨水挽きのあとを残す陶器の椀。やや赤味をおびた乳白色の透明軸がかかる。高台部分

は露胎である。 E160は唐津の片口鉢。見込みの軸を蛇の自に掻きとる。 E161は染付皿。

ロ縁が輪花をなす。底面の粕を蛇の自に掻く。 E162は磁器椀。飴色の粕を施し，底部は露

胎である。 JI163は伊万里産の染付の椀。外面に菊花文を施す。 E164は備前産の片口のす

り鉢。口径42佃をはかる大型のすり鉢である。口縁部外面に2条の回線がめぐり，内面に

は9条を l単位とするおろし目を施す。見込み中央部には 5条を l単位とする刷毛目を放

射状に施す。

JI 165～E 185はSX9出土遺物。 E165～E 172は土師器皿。中型の皿（JI 165～E 170）は

口径10～llcm前後，見込みに「V」字状の圏線をもっ。 E171・E172は小型の皿で器壁が厚
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い。 E173 • II 174は陶器皿。ともに淡緑色の軸がかかる。 E175• Ill76は染付皿。E176は

口縁が輪花状を呈し内面に菊花文を描く。 E177～E 180は陶器椀。いずれも灰色の軸が全

体にかかる。 E177は金泥で花文を描く。 E180は青灰色の奇怪な文様を付す。 E181 • II 

182は染付椀。 E181は複雑な花と蔓草， II 182は梅花を描く。 II182は見込みの粕を輪状に
すすき

掻き取る。 E183は陶器花生。黄褐色の地に黒色で薄様の草を描く。 E184は陶器鉢。底部

をのぞく外面に乳白色の軸がかかる。体部内外面に聴瞳水挽き痕が明瞭に残る。 E185は
びんだらい

陶器重量盟。底部をのぞく外面に淡撞色の軸がかかる。

II 186～E 189はSX7出土遺物。 E186～E 188は染付椀。 E189は陶器鉢。口縁から体

部が輪花状をなし，内面に茶褐色で桐の花と葉を豪快に描く。

II 190～E 197はSX5出土遺物。 E190は陶器皿。志野風の白色の紬が厚くかかる。 E

191～II 196は染付椀。 E192は山水， II 194は草花をそれぞれ描く。 E197は瓦の留蓋。木

の葉の装飾をもっ。

II 198～II 230はSXlO出土遺物。 E198～II 208は土師器皿。 E198は大型の皿で，口径が

17,5cm。見込みに圏線をもっ。 E199～II 206は中型の皿。 口径10～11価。 II 201以外は見

込みに「V」字状の圏線をもっ。 II207・II208は小型の血。これらは燈明皿として使用した

ものが多い。 II209は陶器皿。淡緑色の紬がかかる。 II210～Il213は染付皿。 II210・II213 
はくらわんか手の皿。 II211は胡蝶をあしらった小皿。 II214は陶器蓋。大きな宝珠つまみ

と高いかえりをもち，外面に黄褐色の柚がかかる。 II215は染付蓋。輪状つまみと圏線の

装飾をもっ。II216～II 219は陶器椀。ともに体部下半で屈曲し口縁部は直立する。 II216は淡

茶褐色， II217は淡緑色， II 218は茶褐色， II219は黄褐色の粕がかかる。 II218には，やや

下に向く把手の取り付き部があり，小鳥の餌や水を入れる餌猪口であろう。 II219の内面に

茶褐色の一線がある。 II220～II 226は染付椀。体部から口縁部にかけて丸く仕上げている。

II 220～II 223はほぼ同趣の草花文， II 226は網目文をそれぞれ描く。 II227は陶器鉢。口縁

を削り取って船形とし，内面には黄褐色の地に茶褐色で薄様の草と雁を描く。 II228は陶器

鍋。把手と三足を付す。底部をのぞく全体に茶褐色の軸がかかる。 II229 • II 230は陶器査。

ともに体部下半から上の外面に茶褐色の紬がかかり，茶壷と考えられる。 II230は体部内外

面に離瞳水挽き痕をとどめる。 II229は高台をもち， II230は底部に回転糸切り痕を残す。

II 231～II 234はSXll出土遺物。 II231・II232は土師器血。口径は10～11佃で，見込み

に圏線をもっ。 II233は染付椀。草花を描く。 II234は陶器すり鉢。全体に赤紫色の粕がか

かる。
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図16 SX2出土遺物（II137～E 148土師器皿， II149～E 152焼き塩蜜蓋， E153～E lお焼き塩壷，

II 157陶器燈明受皿， II 158淘器燈明皿， II 159陶器椀， E160陶器鉢， II 161磁器皿， II 162 

• II 163磁器椀， E164備前すり鉢）
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図17 SX9出土遺物CII 165～E 172土師器皿， E173 • II 174陶器皿， II 175・E176磁器皿， II 177 
～II 180陶器椀， II 1s1 ・・ II182磁器椀， II 183陶器花生， II 184陶器鉢， II 185陶器髪盟），
SX7出土遺物（II 186～E 188磁器椀， II 189陶器鉢）， SX5出土遺物（II 190陶器皿， II 191 

陶器椀， II 192～II 196磁器椀， II 197瓦留蓋）
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図18 S XIO出土遺物CII 198～II 208土師器凪 ]l209陶器皿， II 210～II 213磁器皿， II214磁器蓋，

II 215磁器蓋， II216～II 219陶器椀， ]l220～226磁器椀， Il227陶器鉢， II228陶器鍋， Il229・
II 230陶器萱）， SXII出土遺物(II231・II232土師器皿， II 233磁器椀， II234陶器すり鉢）
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図19 SK 2出土遺物（JI 235～JI 248土師器皿， JI249・]l250土師器査， JI251陶器燈明受皿， JI252・
JI 253陶器仏花瓶， JI 254磁器仏飯， JI 255・JI257～JI 260・JI263陶器椀， JI 256・JI261・
JI 262 • JI 264磁器椀， JI265 • JI 266磁器皿， JI267素焼き盤）

SX2・sXS・sX7・sX9～S Xll出土土師器の中型の皿は， 口径が 10～11cmで，

圏線は「V」字状の断面を示し，径は6～7cmのものが多い。これらは同志社大学構内公家

屋敷二条家北辺地点発掘調査区検出の SE 101とSKl05出土土師器〔同志社調査会83pp.40

4〕の中聞に位置するもので， 18世紀中葉～後葉ごろの資料と考える。
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京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査

II 235～II 267はSK2出土遺物。 II235～Il248は土師器皿。 II235～II 243は口径10.0～

12.0佃をはかり，鋭く刻まれた閤線をもっ。 II239は口縁部全周に， II240は口縁部の所々に

煤が付着する。II244・II245は圏線のない土師器皿。 Il245は口縁部の一部に煤が付着するC

II 246～II 248は， ロ径5.4cmをはかる小型の土師器皿で，手づくねの跡が著しい。 II247・
II 248は口縁部の一部に煤が付着する。 II249 • II 250は土師器の小型の壷で，胎土は白色を

呈する。II251は陶器の燈明受皿。燈明皿を受けるための突起が3個貼り付けられている。

内外全面に赤褐色の紬を施す。 II252はやや小型の陶器仏花瓶。青緑色の紬を施し，底部は

露胎で糸切り痕を残す。 II253は退化した耳がつく陶器の仏花瓶。底部をのぞく内外全面に

飴色の粕を施L鉄軸で「X」字文をかく。底部には糸切り痕が残る。 II254は磁器仏飯。高

台は削り出し高台である。 II255は陶器椀。外面に聴瞳水挽き痕を残す。 11256は青磁椀。

高台畳付けの部分をのぞく内外全面に厚い軸を施す。 II257～II 260は陶器椀。 II258～E 

260は栗田焼とおもわれる。 II261～II 263は磁器椀。 II264は陶器椀。 II265・II266は磁器

染付皿。 II267は素焼きの盤。 18～19世紀にかけての資料である。

このほか， SX2からは竹製品，木製品が出土した。竹製品には，底の中央を網代編み，
たが

周辺部分をm編みとい蛇腹まきを施した三本組み錨で縁部を補強したものが出土した（図
ムピ おうご

20）。図21は採取した土を運搬するための脊と拐の図で， SX2出土の竹製品も，こうした

番の一種と思われる。出土した木製品には箸が多くみられた。 SX2からは日常雑器とし

て使用される土師器や陶磁器などが出土していることとあわせて，土の採取のさいに不用

となったものをまとめて廃棄したものと考えられる。

図20番の出土状況（南から） 図21 容と拐（『信楽焼閥解』〔小野編33〕より）
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6 井戸用材の樹種

病院構内AJI8・A]19区で検出した井戸のうち， 13基の井戸の用材を検討した。同一

井戸から，複数の試料を採取したものも含め，合計29点の試料について樹種の同定をおこ

なった。その結果を表2に示す。表から明らかなように，ヒノキ18点，スギ9点，モミ l

点，コウヤマキ l点が同定された。なお，同定された樹種の顕徴鏡写真を試料番号順に図

版9～11に示す。

井戸の形態については，さまざまな井戸側，水溜が存在するが，その型式による樹種の

使い分けはみられなかった。まiた，一つの井戸で縦板や横桟などの部位による樹種の使い

分けも認められなかった。

これまでに報告された井戸用材の樹種について調べた結果では〔島地・伊東編88〕，

針葉樹スギ（37点），ヒノキ（20点），マツ類（8点），モミ（6点），コウヤマキ（5点），カヤ（2点〉

広葉樹 クリ（6点〉，ケヤキ（2点），トネリコ類（2点、），カシ類（2点），シデ類（ 1点〉，
シイノキ（ 1点），クスノキ（ 1点），サクラ類（ 1点）

となっており，圧倒的に針葉樹の利用率が高い。この集計からわかるように，スギやヒノ

キがよく利用されていることは，今回の結果にも表われている。また，モミやコウヤマキ

が出土していることは，過去のデータと比較しても当然の傾向といえる。いずれにしても，

針葉樹の利用が多いということは，方形ならびに円形井戸を組み立てる際に，板状に割り

やすい，あるいは加工しやすい性質が好まれたからであろうと考えられる。

なお，樹種の内部構造の特徴を以下に記す〔島地・伊東82］。

ヒノキ Chamaecyparisobtusa Endl. 早・晩材の移行は緩やかで，晩材幅は狭い。

垂直・水平樹脂道はなく樹脂細胞は晩材部に偏在する。分野壁孔は典型的なヒノキ型で

ある。

ス ギ Cり，ptomeriajaponica D. Don 早・晩材の移行は急で，垂直・水平樹脂道

はなく，樹脂細胞は早・晩材の境界ないし晩材部に散在する。放射柔細胞の壁は薄く，分

野壁孔は典型的なスギ型である。

モ ミ Abies firma S. et Z. 垂直・水平樹脂道を欠くが，ときに傷害樹脂道が出

現する。放射仮道管はない。放射柔細胞の壁は厚く，末端壁はいわゆる数珠状を呈する。

分野壁孔はスギ型で l分野に4個。

コウヤマキ Sciadopiり，sverticillata S. et Z. 晩材幅はきわめて狭く，垂置・水平樹

脂道および樹脂細胞を欠く。放射仮道管はなく，分野壁孔はやや小型の窓状を呈する。

33 



京都大学病院構内AJ 18・AJ 19区の発掘調査

表2 井戸用材の樹種

試料番号出土遺構（構造・年代） 井戸用材 樹種

S E28（縦板組横桟止め・ 12世紀中～後葉） 縦板（（外内列列）） ヒノキ
2 横縦桟板

スギ
3 ヒノキ

4 SE 17（縦板組横桟止め＋曲物・ 10世紀） 縦板 ヒノキ
5 不明 モミ

6 SE 16（石組＋木枠→縦板横桟止め・
横木桟枠 スギ

7 13世紀前～中葉） ヒノキ

8 S E23（縦板横桟止め＋木枠・ 13世紀前～中葉） 縦板 ヒノキ
9 

横縦板桟？
スギ

10 ヒノキ

11 S E22（石組＋木枠→稿＋木枠・ 14世紀中葉） 桶枠板 ヒノキ

12 SE 19（縦板組隅柱横桟止め・ 12世紀前～中葉） 縦横桟板 スギ
13 ヒノキ

14 SE 14（石組＋横板＋曲物・ 14世紀後葉～15世紀） 横板 コウヤマキ

15 SE 13（縦板組隅柱横桟止め＋横板＋曲物・ 横板 ヒノキ
16 12世紀中～後葉） 横横板桟横桟 スギ
17 ヒノキ
18 

横縦桟板
ヒノキ

19 ヒノキ

20 SE 10（円形割竹巻＋桶・ 19～20世紀） 桶枠板 スギ

21 SE. 4 （縦板組隅柱横桟止め・ 13世紀前葉）
縦横隅板桟柱

スギ
22 ヒノキ
23 ヒノキ

24 SE 1 （石組＋横板・ 15世紀） 横板 ヒノキ

25 SE 5 （縦板組隅柱横桟止め・
機隅龍柱桟

ヒノキ
26 12世紀後葉～13世紀前葉） ヒノキ
27 スギ
28 ヒノキ

29 SE 7 （円形割竹巻＋桶・ 17～18世紀） 桶枠板 スギ

7 結

調査区の西端で検出した赤褐色砂礁の埋積した高野川系の河川の旧流路は，近世に土取

りの対象となった粘土層を削りながら北から南へ流下している。このため，旧流路の部分

に大規模な土取り穴は存在しない。この旧流路の上面で7世紀後半から8世紀初めの土坑

SKIを検出しており，この旧流路の埋積は奈良時代以前のものといえる。本調査区の南

西約 300mにあたるAFl4区で検出した平安中期の高野川の河道や護岸とともに，高野川

系流路の変遷を知るうえで貴重な資料を得た。

今回の調査では10世紀から19世紀にかけての井戸31基を検出した。このうち12世紀から

13世紀にかけての井戸は26基で，その大半を占める。この遺構と関連すると考えられるも
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小 泊口

ののひとつに福勝院があげられる。福勝院は鳥羽法皇の皇后高陽院泰子が仁平元年(I151) 

に創建した寺で，九鉢阿弥陀堂，寝股，三重塔，鐘棲，護摩堂のあったことが知られてい

る C杉山62pp.78-82〕。そして， 13世紀後葉以降に衰退するようであるが，その退転の状

況は明らかではなし、。高陽院泰子はその死後，この寺に埋葬されるが，そのときの葬送の

道順は，『兵範記』久蕎2年(1155)12月17日条に「自法成寺北面， 出堤南行， 自近衛末東

行，入御々堂南西門」とあり，福勝院が近衛通に南面していたといわれている。大正4年

刊の地誌『京都坊目誌』は本調査区の北東にあたる京都大学楽友会館一帯の字「一町が辻J

を福勝院に比定しているが，その正確な位置は不明で、ある。これらの井戸が福勝院に直接

かかわるものと断定できる資料はないが，少なくとも福勝院の周辺で，福勝院に関わった

人々に関連する遺構と考えられる。

また，中世のものと考えられる各種の鋳型や輔の羽口が出土している。教養部構内西半，

医学部構内で確認されている鋳造に関する遺跡がさらに病院構内の北半にまで広がってい

ることが予想される。古代・中世の鴨東白河の地にあって鋳造に関わった工人集団の存在

が明白になってきたといえよう。

最後に， 18世紀の遺物を包含する土取り穴について考察する。土の利用は陶磁器の原料

のほか，壁土などが考えられる。しかし，明治5年刊の『陶磁器説』によれば，東山あた

りでは上層の土は壁土に，下層の土は瓦や漆喰の原料に，最下層の土を陶土として使用し

ており，壁土または陶土だけを目的として採取しているわけではなし、。そこで，当時調査

区周辺で土を必要としていたものを調べてみると，粟田焼の動向が浮かびあがってくる。

17世紀に始まった栗田焼は， 18世紀には三条通粟田口から蹴上にかけて同業者町を形成し，

18世紀には最盛期をむかえる。この隆盛にともない，当初は建仁寺や東岩倉山（大白山〕一

帯で、得ていた陶土が不足しはじめる。近江野洲郡南桜村などからも土をはこんでいたが，

18世紀の後半には元真如堂，泉涌寺，日岡のほか「洛東岡崎村にて地主相対を以上買取」

るようになる（『伊藤陶山所蔵文書』）。 17世紀に刊行された地誌『孟主義名』には「河の

彦四郎」なる男が熊野社の西で土を掘り，売買していたという話がある。熊野社は本調査

区の南約370mにあり，すでに17世紀からこの一帯で土の採取がおこなわれたことがわか

る。文政6年(1823）には，五条坂職方が岡崎土の買占めをおこなったことから，栗田焼職

方との聞で争論がおきている〔森谷73pp.2248Jo 本調査区は岡崎にほど近く，また，土

取り穴の埋土出土遺物が18世紀のものであり，栗田焼の土が求められていた時期と一致す

ることから，採取された土は岡崎土として商われていた可能性がある。
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最後に，土の採取方法について説明する。

『陶磁器説』では，崩れやすい所では円形に

それ以外の所では方6尺の穴を掘るとある。

『立杭窯の研究』には，丹波多紀郡の立杭焼

の陶土は坪単位で売買され，この売買のため

土取り穴は方形であることが報告されている

〔薮内編 55p38・図版(15)J。本調査区で検出

した土取り穴も， SX2やSX4では方形に

掘られた土坑聞の尾根が明瞭に残る。しかし

SX2のひとつの単位の面積は33～47nf，そ

の中の土坑の面積も 4～13nfと幅があって，

土の採取をおこなう際に明確な規格があった

とはおもえない。ただ，調査区全体をみると

土取り穴は一定の方位をもっている。この方

位は当時の地割りに規定されていると思われ

近世の鴨東の地割りを復原するうえで貴重な 図22近世の土取り作業「山頭及平地に園穴ヲ
掘ル」（京都府資料館蔵『陶磁器説箇』より）

資料といえる。

また，『陶磁器説閏』には，水脈にあたれば竪に水道線を掘り，穴底に水溜を作り，そ

こから水をくみだす方法が描かれている（図22）。 SXlOなどの底で検出した小土坑はこう

した水溜であった可能性がある。

欽古堂亀祐の『陶器指南』には，「黒谷岡崎ヨリ出土ス土は妙々有事，世の焼物師ノシ

ル所ナリ」とある。本調査区から出土した土もこのような良土であったのであろうか。発

掘区の南端から北端に達する広大な土取り穴をみるにつけ，良い土を求めてやまなかった

人々の情念をかいまみた思いがする。

なお，出土した竹製の春の構造については，明海大学経済学部教授中村俊亀智氏の御教

示をいただいた。末筆ながら，お礼申し上げます。
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